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•

怫
蘭
西
の
著
名
な
理
論
經
濟
學
者
ガ
，
H
タ
V
•ビ
ル
，丨G

a
l

 Pirou (

巴
里
大
學
法
學
部
敎
授

)

の
監
修
字
に「

經
濟f

論
史
硏 

究」
(Etudes sur s

i
s
t
f

 des 

T
h
l
e
s

 E
c
o
n
i
f

 s
)

と
題
す
る
叢
書
が
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
本
書
は
そ
の
第
五
卷
に 

該
當
す
る
。
著
栽K

シ
リ
•ギ
ト
ン
は
ナ
ン
シ
ィ
大
學
講
師
で
あ'
.
そ
の
近
著
'「

キ
ン
グ
法
則
の
硏
究

」
(

w
l
 

sur 

la 

L
a de 

Kiiig-, 

1938.}

ば
®
論
經
濟
學
及
び
統
計
學.の
見
地
.か
ら
旣
.に
學
探
の
法目

.

を
惹
い
て
‘居
る
の
で
あ
る
。
 

丨 

本
書
は
そ
S

題
.

Q

票

す
.る
通
P
、
方
法
論Q

立
場
か
ら
■

學Q.

麗

を

ば

合

麗
_

、
S

義

學

、
？

經
濟
擧
に
三 

分
類
し
た
も
の
で
、
副
題
に

「

ヮ
ル
ラ
ス
ょ
り.ム
：1
了
へ」

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
本
文
一
四
六
貨
、
そ
れ
に
ビ
丨
ル
敎
授
の
六
s

f

. 

序
文
が
添
へ
.ら
れ
て
ゐ
る
。
經
濟
驗
の
三
分
類
と
い
へ
ば
吾
人
は
直
ち
に
，ソ
シ
バ
ル
ト
の

『

一
一
一
つ
の
經
濟
學

」
〈

U
も 

J

 

S
P

) 

$
一
起
す
る
が
、
ゾ
ン
バ
ル
ト
に
於
け
る
分
類
德
準
は
經
濟
現
象
に
對
す
る
認
識

_

に

外

な

ら

ず

、
，
こ
れ
.ょ
り
し
て

^

<D#
«
.
s
e
.
4
c
h
t
e
n
d
e
N
a
t
i
o
l
k
o
n
l
e
,

 

Die o
a
n
l
e

 l
i
o
l
k
o
n
o
l
r

 
及
び Die v

e
r
l
e
n
d
e

 

NationaBkc-

n
o
l

 

.の
三
つ
：.が
坐
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
ギ
ト
ン
.と
は
觀
點
.が
杂
く
違
つ
て
ゐ
る
が
、
併
し
一
般
に
三
分
類
な
る
も
の
は
凡
ゆ
る
分 

«
• Ga

t
t
o
n
.
l
E
c
o
n
o
m
i
e

 

R
i
l
e
, 

Economie 

positive,. E
c
o
n
i
.
e
s
y
m
s
q
a
e
.

 193s.
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193S. 

ニ

 

四

(

ニ 
六
〇) 

類
の
I

f

多
ぐ
採
用
ざ
れ
る
も
の
で
I

。
と

れ

は

思

想

麗

の

疆

は

、
，
こ

.れ
I

證
法
的
に
I

す
る
の
が
f

 
I

I

 

も
容
I

f

且
っ
合
理
的
だ
か
ら
で
あ

.ら
ぅ
。
事
實
ギ
ト
ン
も
本
書
の
結
論r

經
濟
理
論
の
リ
ズ
ム」

に
於
て
上

記

の

三

っ

の

遂

次

的
 

K

農
を
略
記
し
た
後
、
：次
く
如
く
述
べ
て
ゐ
る o 

c
e
t

 

o

 
晉
 

c
h
r
l
l
o
g
f
l

 

答

o
n
d

 

 ̂

§
 

o
r
d
r
e

 

p
a
r
f
a
i
t
e
m
e
n
t

 

l
o
g
i
f
.

 

E
t

 

C
e
l
t

 
1

 

g

i

r

d

.
 

S
i

 

r
-§
一
 e

n

 

c

i
 la 

l
o
s
o
p
h
i
e

 

食
 ectique, 

la 

loi 

d
u

 

r
y
t
h
m
e

 

t
e
r
l
e

 

t
r
a
d
u
i
E
t

 

ia 

I

I

 

^

1

1

1

9
 

^
 

n

.
• 

• 

• 

-
r 

-
o
o
^
o
s
f 

s
e
l

 

d
o
n
e

 

p
a
s

 

I

 6
c
h
l

 

a
u

 

p
r
o
c
e
s
l

 

d

i

l

f

. 

p
.
1
4
3

 

C

こ
：の
時
代
的
順
序
は
f

靈
的
な
順
序
に
合
致
す
る
。
._そ
は
偶
然
で
は
な
ぃ
o
辯

證

法

的

慕
 

を
信
ず
る
な
ら
ば
‘
三
っ
f

ズ
ムQ

法
則
は
：人
間
精
神
塞
本
的

傾

向

を

表

現

し

や

ぅ

。
.
.
：

.經
濟
思

f

辯
證
法

的

過
棒

を

免
れ 

た
と
は
思
は
れ
孩)

。
即
ち
彼
に
於
て
は
合
議
濟
學
は
辯
證
法
に
於
け
金
で
あ
り
、實
證
經
濟
學
は
反
、
I

經
I

は
合
な
の

で
あ
る
？
.

バ

へ

彼
の
謂
ふ
合
理
舞
學
H

r

に
始
f

亚
統
學
派
を
經
て
限
界
效
用
鍵
、
就
中
.ヮ

ル

ラ

ス

に

至

，る

抽

象

的

演

釋

的

經

濟

學

'
 

で
あ
る
。
合
理
經
濟
學
の
目
的
は
經
濟
生
活
の
全
體
を
認
識
す
る
こ
と
に
あ
る
。
現
實
に
し
て
直
接
的
な
囊
は
、
全
體
の
小
部
分
に 

過
ぎ
な
い
か
ら
*
こ.

Q

派
に
取
つ
て
は
賽
は
二
次
的
な
もQ

で

蒙

。
然
る
にA

J
Q

全
體
な
る
もQ

は
把
捉
し
得
な
い
f

進
ん 

'で
こ
れ
を
作
り
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
に
は
一
に
吾
人
の
推
理
に
ょ
？

或
る
代
表
的
モ
デ
ル
を
想
竽
粟
は

な

い

.
。
.印
ち 

推
理
に
對
す
る
信
念
こ
そ
こQ

派Q

特
色
で
あ
っ
て
、
S

は
單
に
或
ひ
は
問
題Q

出
發
黯
と
し
て
、
或
ひ
は
I

I

明
と
し
こ
の 

價
値
し
か
附
f

れ
な
い
。
ギ

ト

ン

は

こ

窜

雰

始

め

て

明

確

に

霞

さ

れ

た

の

は

表

H

I

,
 E
e
§

l
q
u
e

 

で
あ
る
と
し
、
そ
の
中
I

は
れ
る
均
衡
概
念
に
っ
い
て
一

應
の
說
明
を
加
へ(

八

丄
三
頁)

、
次
で
I

ア
ド
ォ
に
移
っ
て
そ
の
也 

代
論
力
ら
彼
の
假
說
的
動
霧
が
議
は
產
的
靈
に
移
行
せ
ざ
i

得
な
い
證

證

を

霸

す

る

(

一

三

.I

ニ

一
 

頁)

。
ギ

ト

ン

はネケ！及びリカ

.ァドオを先騮者どずるこの學派はワル

,ブスにょつて大成されたと見、以下四十頁に苴つてワルラ 

スの體系を詳論する。即ちワルラスに於ける一般均衡理論

E
q
&
i
b
r
e

 g
l
n
g
r
a
l
e

と數學的方法こそ*合理經濟學の結 

晶たる所以を論じたもので

i .1

般均衡論はケネ
I

の思想を發展
t

しかたもの、數學的方法

.はリカァド

.オ‘の方法を擴充 

したものと見られるのである

(

.一一一一

頁)

o 

.ワルラスの中心概念は周知の如く一

 

切の經濟事象をば交換事集として觀察 

すt

とである。彼に於ては地代、賃銀及び利子は何れも分配

Q

問題ょりは寧ろ
_

Q

問題として取扱はれる

(
三
 

ニ 
5
0
 

.そしてこの
■

彼の主觀的價値論の背景なることを忘れて

.はならぬ(

三一頁)

o
交換は.凡て市場現象であるか 

ら*
解柝の對象は當然市場となるが、.彼の問題とするのは坐產物市場

(
L
e

 

m
a
r
c
h6 

des 

produits)、

ff
l

5:
.r
f
l
Y
L
e 

m
a
r
c
h
e

 des services)

及び資本市場

(
L
e

 

des 

c
a
p
i
t
a
u
x
)

の三市場である。これら市場に成立する交換方程式 

.から

.
一般均衡の
■方程式への
.過程こぞ、ワル？スに於ける中心部分に外ならない。

.

さてギトン
.の解釋
.によ
.れば、ワルラスの不備は次の二つにある。第一は彼於企業者を常に二次的に取扱つたこと 

で、策ニは貨幣を排除してゐ，ることであ

'ふ。これらの假觉は彼の前提からは

®

當とされるが、併しこ，̂
危險な抽 

象である。ワルラスに於けるょり励態への移行が一ケの純粹な擬制

(

i
 

action)

なのはこれに栽く

(

五七

頁)

。社會的經驗を對象

i:
す
，.る經濟學は當然か、る擬制から脱却せ

■ね.ばならぬ
。
' こ

れだ可能ならしめ
る
途
は
先
ず
實
1 

經濟學か
^

開始される.？
 

. 

• 

■ 

r

'

斯ぐて第二章の主題は實證經濟學である。柚象的經濟學に對する反動は旣

.に獨逸歷史學派に擡頭した。とれら先 

騮者に恶する考察はその第一節

Les manifestations a
n
a
e
n
n
e
s et implidtes de rattiHde positive

に各迤さしこ
o

る
 

(

六五—

七〇寅)

0ギト，ンは
.この：學派の非科學性をその相對性に認むが如くである

O
R

く 1 c6 st u
n
e

cf
*
a
;
n
a
l
i
s
&
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R
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o
l
e
,

 

E
c

u

 

positive, 

E
c
o
n
l
.
e

 s
y
m
s
q
g
.

 
M
I
. 

ニ 
ぐ

(

ニ 
六
ニ〕  

f

 

l

l

i

r

d

 

d

i

l

?

 

L
e
s

 

l

i

e

s
 

I

 

r
 

i

f

 

I

f

 

I

f

 
I
 
s

x r.ien

I

 

J

 

t

 

I

t
 

d
l

i
f

 

d

i
 le 

3

1
 vi

v
a
n
t
.

 

Q
e
s
t

 

l
a

 

p
r
e
l
e

 

c
o
n
d
a
m

置

i
o
n

 

d
e

 

r

l

e

l

f
 

et 

l

l

t

l

p

 

f

 

o
b
s

目

l
&

 

d
e

 

v
a
l
l

 

i

 

d
a
n
s

 

l
e
c
a
d
r
e

 

s
l

l

这 

t

l

l

i
 

I

 

a

 

器
 

I

.
 

i

r

a

l
 

I

 

e
x
t
l
l
e
r

 

h
o
r
s

 

d
e
s

 

I
I

S

 

p

i

p
 Qe

s
t

 

g

e 
o

f

f
 

t
o
n
j
g
r
s

 

t
e
l
t
e
,

 

I

 t
l
o
u
r
s

 

d
l

e
r

e
l

 

y 

.

l
 

l

 

I

 

m
o
d
e
s
t
e
.

 

I
r

f

 

d
o
n
e

 

i

 v
o
i
r

 

a
u

 

d
e

口 

f
r
c
l
e
s

 

d
e

 

s
o
n

 

1
 

e
t

 

d
e

 

s
o
n

(T
A

i

J

o

q

g

.
 

p
.

 

6
9

.
」

と

 
o

*.
:

\

 

.

 

J

上

？

彼
の
指
す
實
囊
學
濟
は
.自
ら
_

學
派
の
こ
と
に
I

。
七
一
.頁
か
ら
九
一
S

に
至
る
第
二
節Les 

m
l
l
i
o
n
s

 

H

I
 

—

f

l

 

t
i
v
e
—
A

I
I

 

I

I

 de .la 

s

l

t

f及
び
.九
三
頁
か
ら
5

1

頁
に
至
る
第
三
節V

 

i

o

i
 Po

l
e
,

 l
u
e

 i
m

e
 

I
 d

y
n
g
v
e

 e
x
p
l
e
n
t
a
l
e

 

Q

 
ニ
つ
の
節
の
中
に
彼
は
、
統
外
的
方
法
に
つ
い
て
可
成 

り
深
い
理
解
を
示
し
て
ゐ
る
。
統
計
そ
れ
自
體
は
現
f

反
映
で
ぁ
I

ら
、
そ
れ
を
？

す
る
限
り
に
於
て
は
統
計
學
派i

か
に 

實
證
學
派
で
ぁ
る
が
、併
し
.吾
人
は
與
へ
ら
れ
I

t

そ
f

、
の
形
で
使
用
す
る
事
は
出
來
な

い

.
。

彼
は
言
ふ「L

e

甚

a
r
b
e
a
n

 

i

 

61a
l

 

i
l

 

et 

1
6 

par 

r
i
n
t
e
l
l

 
il 

est 

 ̂

r
o
f
e 

g
e 

d
i
e

 

p
r
l
r
e

 

a

t

 

 ̂u 

v
e
i
l

 

h
l
n
e
.

 

II est le I
r
e

 

q
s ro

n

 

I
 s

i
g
n

 

I

 d
u

 

I
n
s

 

c

i

n

e

. 

II c
l
i
e
n
t

 en 

g
 

I

f
 

e
m
l

 

M
a
i
s

 

n

o

n

 
I
 

ii est l
e
t
,

 

aest 

i 

r

i

l

f
 

ce. 

I
m
m
f

 r
l
e

 faire 

I

 de sen s
i
l
l

 

 ̂

g

f
a

f

 
i

rles 

I

I

I

 

a

l

l
 

i
l

I

.

」

と
o 
.こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
f

の
は
所
謂
統
計
的
解
柝
と
稱
せ
ら
れ
る
手 

鞍
で
I

O
こ
の
手
續
は
舉
靈
ハ
へ
ら
れ
た
統
8

材
か
ら
或
る
.一
般
性
を
等
き
出
す
方
法
で
あ
り
、
從
つ
て
こ
の
場
合
の
數
勺
與
巾 

は
旣
に
多
か
れ
I

れ
抽
象
化
さ
れ
た
念
で
|

(

§

頁)

。
ギ
i

は
こ
れ
を
|

の
指
數
や
相
關
係
數
を
例

と

し

ゐ
る
。
.
.
即

ち

詳

的

方

l

i

f

iつ
て
、
I

蒙

■

指

す

き

れ

か

ら

■

す
る

f

t
は
疑
、 

ち

I

f
拘

ら

言

れ

I

然

t

て

合

濃

寶

i

別
さ
れ
る
理
山
は

、
'
■ 

5

Q

s

l

i

假

童

i

と 

-.1

七
あ

-る

紗

に

於

て

邊

局

麗

Q

中

心

鏡

象Q

均
衡

.2
る
。
.、こQ

事
は
平
均
値
と
か
傾
向
？

か
の
所
J
 

主
た
る
對

I

f
と

f

つ
て
明
か
で
I

殊
に
統
計
學

i

活
動
は
景
義
蓉
研
究
に
於
て
最
も
_

な 

巡
シ
をIk

し
て
：居
り
、.

そQ

場
合
、
.景
氣
な
る
概
念
そ
れ
蠢
は
經
濟
生
活q

一
 
定

.の
_

を

設

け

ず

し

て

は

考

へ

得

ら

れ

な

い

も

の
 

で
あ
る
た
こ
の
場
合
こ
の
派
の
謂
ふ
均
衡
乃
至

■

の
狀
態
と
は
何
れ
も
簾
農

.
ら̂
導
き
出
す
の
で
あ
る

o
換
言
す
れ
尤 

與

h
ら
れ
た
資
ホ
そQ

もQ

に
或
る
解
柝
を
施
し
て
以
て
こ
の
湯
値
を
決
定
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
彼
が「

統

誌

解

拆 

を
m

め
て
.も
*
こ
れ
か
I

發
的
I

論
は
生
れ
て
來
な
い」(

九
〇
頁)

.と
斷
定
し
て
ゐ
る
の
は
金
く
書
で
あ
る
。
こ 

れ
を
ー
脐
警
す
れ
ば
ミ
ッ
チ
：ェ
ル
の
麗
し
た
實
靈
義

|

認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
言
ふ「

事

f

し
て
語
ら
し 

め
よ
。
經

驗

に

赁

f
 

s一
 
切

Q

I
を
假

|

斷
$

よ
。
時
系
列

I

察
し
て
そ
れ
が
何
物

t

暗
？

る
か
否
か
を
看
よ」

と
。
ァ
フ
タ
リ
オ
ン
はI

效
I

說
I

へ
ち
れ
，
從
つ
て
そ
の
統
計
的
結
論
は
常
に
必
ず
し
も
自

己

の

.
主

張

と

合

致

し

支

退

み

 

が
あ
る
。.

I

と
れ
を
調
和
f

め
ん
と
す
るI

は
霧
の
飛
躍
I

f

し
よ
ぅ(

九
ニ
頁)

。
S

と
統

計

I

融
合
せ
し

め

る

爲
|

|

霖
方
法
$

_

れ
るQ

は
斯
4

真
屋
程
高
へ
ら
れ
る
の
でI

I

の
第
I

は
こ
g

み

葉
も

輝

ニ
つQ

經
£

丨
合
理
經
濟
f

實
羅
濟
學—

は
相
互
に
_

な
對
立
集
し
て
は
ゐる
が

、

こ
の
兩
S

全
く
相 

容
れ
ぬ
もQ
.

と
考
へ
：ら

れ

な

し

經8
Q

E

的

が

常

齒

證
l

i

l

明
に
f

こ
と
は
言
ふ
？
S

と
こ
ろ
で
あ 

る
が
、
右
の.二
つ
g

濟
學
は
驚
こQ

共
通
の
目
的
へQ

努
力
に
外
な
念
か
ら
でI

。
こ
の
二
つ
の
經I

に
於
て
、
ブ
方
の 

H
.  G

in
.

丨 
E
c
g
l 

E
c

o
n

l>

 

I

J
 

g
i

l 

f
 

tl
f
 

一
一」

3
六 

s



H
.

 

G
u
i
l
t
o
p

 ~̂
w
c
o
n
o
m

s-Ratior<eI

-̂-
w
c
o
n
o
m
i
e

 

positive, 

E
c
o
n
o
m
I
v
s
y
n
t
ĥ
J
q
u
e
'
l

<o3s. 

二

八

、
ニ

*
l
、

-3)

長

所

は

他

方

の

短

所

で

あ

る

か

ら

、

把

し

き

經

濟

學

Q
,

方

法

は

右

：

f

者

Q

折

衷

乃

羅

合

に

よ
.
つ

て

求

め

ら

れ

る

零

あ

る

。

實

證

經
 

濟

學

は

拾

び

集

め

る

こ

と

し

ヵ

対

ら

ぬ

_
で

あ

り

、
：合

现

經

濟

は

内

部

か

ら

則

き

出

す

絲

で

網

を

張

る

■
蛛

で

あ

る

。

そ

、こ

で

花

か

ら
 

花

へ

飛

ん

で

蜜

を

求

め

こ

れ

を

自

己

獨

自

の

方

法

で

議

す

る

蜜

蜂

は

右

の

ニ

つ

の

折

衷

と

見

ら

れ

や

ぅ

o

吾

人

の

要

求

す

る

.新

た

な
 

經

濟

學

ば

こ

の

蜜

蜂

の

方

法

に

外

な

ら

ぬ

c

-T
0
三

頁

S
J
O

即

ち

へ

ン

リ

！

ム

ー

ァ

が

合

理

經

濟

學

か

ら

或

る

均

衡

の

概

念

と

{元

全

な
 

失

識

構

成

の

希

望

と

を

實

證

經

濟

學

か

ら

は

事

實

に

對

す

る

不

斷

Q

專

念

を

杣

出

し

、

こ
の 
一
一

0
を

結

合

す

る

こ

と

に

よ

つ

て

^

た
 

.
な

る

綜

合

經

濟

學

を

樹

龙

せ

ん

と

試

み

た

所

以

で

あ

る

。

，

.

.

.

ム
丨
ァ
は
そ
の
初
期S

著
作
、■例
へ
ば「

賃
銀
の
法
則」

又
は「

經
濟
的
循
環
論」

に
於
て
は
未
だ
實
證
的
方
法
に
終
始
し
て
ゐ
た
。
然 

る
に
一
九
二
九
^
-

Q
「

綜
合
經
濟
學j 

(
f

 be
t
i
c
.
'
e
c
o
b
o
i
)

は
經
濟
學
を
ぱ
均
衡
の
現
實
的
科
學
た
ら
し
め.と̂
す
る
も
の
で
あ 

る
。.私
は
旣
に
本
誌
上
に「

具
體
的
霈
要
€
線
の
導
出
に
つ
い
て」(

第
三
十
卷
第
一
一
號

)-
「

へ
ン
リ
！

ム
ー
ァ
の
具
體
的
励
的
均
衡
理 

論
體
系
に
就
'て(

璧
十
卷
第
七
號)

及
び「

灭
體
的
景
氣
理
論
のI 1

つ
の
_

」(

第
三
十
一
卷
弟
六
號)

の
三
つ
の
論
文
を
寄
せ
て
、
以 

て
彼
の
擧
說Q

I

般
を
傳
へ
た
。
此
處
で
は
ギ
ト
ン
が
如
何
に
彼

Q

方
法
を
理
解
し
て
ゐ
る
か
を
聽
か
ふ。

.

t

ァ

に

從

へ

ば

’ワ
ル

.ー
フK

の

均

衡

論

は

{元

全

な

自

ぬ

競

爭

の

如

き

非

現

實

的

假

■

立

脚

す

る

。

故

に

第

 
一Q

問

題

は

ワ

ル

ラ

ス
 

の

純

称

經

濟

學

に

於

け

る

k

か

る

前

据

を

修

^
し

、

よ

o
現

實

的

な

も

Q

に

改

め

る

こ

と

で

あ

る

。

次

で

第

一

j
Q
i
l

題

は

こ

れ

に

よ

つ
 

.て
得

ち

れ

た

る

新

た

な

方

程

式

に

好

實

的

統

；

的

形

態

を

附

與

す

る

こ

と

で

あ

る

。

第

 
一.

Q

問

題

は

彼

に

於

て

は

驚

需

要

輝

力

生

の
 

公

式

を

證

す

I

と

に

外

な

ら

ぬ

。

ワ

.ル
ラ

3

總

て

§

8

1

1
換

形

態

に

於

5

i
し

て

ゐ

る

t

、

ワ

ル

ラ

ス

の

均
 

衡

論

に

據

る

以

上

交

換

比

舉

を

汉

定

す

る

辯

^.
輝

力

性

が

問

題

の

中

心

と

な

る

o
.然
る

に

一

商

品

の

需

迎

は

池

の

纖

て

の

^
品

っ

'̂ 

格

の

齒

數

な

る

こ

と

は

明

か

だ

と

し

て

も

-
後

者

を

蜃

に

馨

す

る

こ

と

は

不

可

能

で

あ

る

。

よ

つ

て

吾

人

は

I
X

身

に

、

價

笤

，1,

な

.る
變

動

•に
よ

っ

て

生

，ず

る

需

要

の

相

對

的

變

化

即

ち

請

要

彈

ヵ

性

(

'-
2
:れ
は
微
係
數
で
あ
る)

か
ら
逆
に
遞
っ
て
、即
ち

猜

分

勺
に
 ̂

'画
數

を

#
め

名

.外

..は

な

S
.
O
,

斯

く

て

ム

.丨
ア
.ほ
三
っ
の
可
能
な.
'る
彈
ガ
性
を
想
祀
し
た
：の.で
あ
，る.0
次
で
彼
ぱ
こ
.の
公
式
に
具
：體
性
を 

，
附

與

す
る
爲

に

銃

計

的

與

怦

を

導

入

し

た

.，の
：：，で

あ

'っ
.，
て

、

'
こ

れ

It
.よ
っ

.
て

得

れ̂

た

需

耍

曲

線

は

同

時

に

動

態

的

性

格

を

與

へ
：ら
れ

た

 

，
の

で

.あ

.！；0
0:

こ
れ

を

.更
に

.發

.展

.せ

.

.
し

.む

.る
こ

と

，に

.
よ

っ

て
動

的

均
衡
の
方

程

式

に

到
達
す
る
經

路

に

就

て

は
ギ
ト
ン
は極
め

て

簡

單

に

 

]1
:
め
：て
.ゐ
.る

が

、
，
私

は

上

誔

の

.拙
稿
の
中
£
可
.成
け
詳
細
に
.述
べ
て
邀
い
た
9 

; 

.
,■

:‘，<
r

 

:
T
の

試

み

..は

素

.よ

o
多

分

に

.疑

問

な

き

を

得

な

い

o
私

は

_

に

上

|3
矶

_

(/
>
识

に

、

銃

計

學

的

晃

地

か

ら

の

葙

干

の

疑

問

を

開

 

■陳
し

た

。

ギ

ト

ン

&
.こ

0
.方
面

か

ら

の

：

$
評

：は

__
.
.切
避

け

て

，

：寧

ろ

遊

だ

抽

象

的

な

.次

0
如

.き
批

判

を

下

し

て

ゐ

.る

0 
即

ち

.ム

，
丨

ア

の
 

:

所

論

は

薄

魅

惑

的

.で

I

.
が

、

而

も

：未

益

分

的

に

：し

：か

成

功

し

て

ゐ

な

：い

：。

彼

は

確

か

に

大

な

る

綜

合

經

濟

學

，
の

_

を

樹

立

し

 

た

。

载

し

彼

P

I

M濟
擧

及

び

實

證

經

濟

學

.

I

f
缺

點

と

を

共

、
に

正

し

ぐ

認

識

し

、

そ

の

何

れ

に

應

せ

.ざ

.
る

體

系

集

め

た

 

か

ら

で

あ

-る

乍

ゼ

彼

の

至

達

し

た

繁

か

ら

見

れ

ば

、

理

論

と

經

驗

の

附

若

の

缺

陷

を

具

備

し

て

ゐ

る

と

も

言

へ

る

。

例

へ

ば

彼
 

，は

，ワ

ル

ラ

ス

の

非

賽

假

定

を

排

除

し

た

と

稱

し

乍

ら

、

而

も

ワ

ル

ラ

ス

の

方

程

式

を

出

發

點

と

し

て

ゐ

る

以

上

、

完

金

な

自

蟲

爭

 

の

如

.嘉

提

か

'美

く

牌

却

P
.

た

，と

は

言

へ

.ま

.い
。

赴

：っ

f

靜

態

的

な

ダ
：.

ル

1

フ

ス

•の
方

程

式

■に
.譲

動

態

的

な

統

計

的

數

字

を

代

入

 

.

し

て

果

し

て

.矛
盾

な

含

を

得

‘る

や

掌

、

特

に

膂

遍

的

綜

合

經

簾

は

合

现

經

濟

學

的

に

は

是

.認

し

ヵ

ク

I

し

て

.名
、

實

證

經

濟

學

的

 

に

果

し

て

：

.可
能

.で
あ

ら

.3

.
か

。

ム

丨

b

の

實

績

霞

る

に

、

結

8

殊

の
：
. 一
.

商

品

に

っ

い

て

の

.具

體

的

表

現

备

へ

た

に

.過
ぎ

ず

、

而
 

も

こ

0

場

合

に

も.
，:そ
：れ

が

著

丨

I

純

化

さ

れ

：：て

ゐ

る

た

め

、

現

實

と

は

依

然

と

し

て

大

.な

る

懸

隔

が

あ

る

の

で

あ

る

。

.更

I

遍
 

的

具

體

的

表

瑰

を

與

ぺ

る

た

め

に

.は
、

.單
に

國

內

の

與

件

の

み

な

ら

ず

パ

國

際

的

與

仲

I

海

旗

に

入

れ

る

必

要

が
あ

ら

ぅ

。

疆

 

に

.

.彼
は

ワ

ル

ラ

ス

の

_

圖

を

改

善

せ

ん

と

し

て

寧

ろ

こ

れ

を

複

雜

化

す

る

.
の

結

興

•
に

終

つ

て

ゐ

る

。

H
,

 G
u
l
t
t
o
?
l
E
c
l
m
i
e

 Ratiope:ie, E
:
o
n
o
m
(
e

 posftis, 

E
c
o
n
o
B
i
e

 

Synth

公ique. 
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H
. G

u
f

 

I

f
 

I

 

K

l

l
 

E
:
o
n
l

 p
o
s
f

 

f

o

l
 

f
 

f
 

f

 

i

. 
一

二

〇 

s
 
六
六)

ょ
"

I

:
體
i

_

の
缺
陷
1

却
し
て
居
ら
ぬ
.許
4

1

:

:
實

證

莪
p
そ
れ
か
ら
I

れ
て
.ゐな

い

。

そ

の

綜

合

經

濟

裂

 

を
I

f

に
於
.て
舞
し
て
は
ゐ
^；

が
、
併
し
そ
S

部
に
迄
は
賞
瓒
し
て
ゐ.な
い
。
そ
は
市
場
の
構
成
或
ひ^ ;
!

こ
” 

rt
x

u
ら

e

s

l

f
 

gす
I

I

硏
究
し
て
ゐ
f

 

M
は
れ
ぬ
。

7.
J /
诊

1

る
。
傾
向
線
を
.ば
經
驗
的
に
知
ら
れ
た
均
衡
線
と
し
て
霞
しI

る
か
ら
-
忘
 

i

!

f

る
i

f

,
斯
く
て
彼
I

系
は
そ
の
最
初
I

的
と
し
f

の
.と
は
比
較
に 

あ

M

i

l

l

 
分 

|

.

|

_

、
S

I

S

 

產

/

.

, 

.

'丨
：
，
，

へ'ン
^-
X ■ 

X 

:

::

鍾

^

^

:
? |

^

"

翱

！

”
| |
?1
|

!

慕

I

I

 費

！

す
れ
ば
-
:
“l ,
n

M

受

,
 

猶
I

袅
て
特
に
興
味
I

へ
I

の
は
•
胃
頭
を
飾
る
ビ
ル1
着

の

論

文

で
あ
ら
ぅ
。
成 

5
r,

は
キ
■.ト
シ
.
.
.
の
.-努
力
を
賞
揚
‘し

つ
：1
も
よ
ぼ

自

ら

^
て
を

D

fを 
>
-マ
i
 

.
E 

* 

- 

P 

敎 

授
i

丨
へ.ば
^1.

こ

“

.

.

.

.

广

ミ

，
 

：

の

户

說

の

と

な

す
I

遠
慮
な
く
指
摘
し
て
ゐ■る
の
で
あ
る
o
印
ち
敎

^
 
B

§
,

I 

M

i
 

est 

1

I

H

 

disc

舞

d
e
.
w
&
a
s
)

理
論
系
統
上
格
別
：區

別

べ 

ふ 

3

I

め
I

I

.
ぬ
。
よ
つ
て

ー
ー
芬
|

る
.
r

; ?
H

ふ
換
言
す
れ
ば
f

し
て
合
现
經
濟
學
の
主
張
者

可
し
と
い
ふ
の
で
ぁ
る
。
敎
I

解
析
に
從
へ
ば
、
事
實
の
観
察
か
ら
理
論
に
到
達
せ
ん
と
す
る
、
r

ア
ン
の
方
法
は
所
謂
べ
丨

コ
ン 

流
の
歸
納
法
に
商
す
f

Q
で
*
彼
に
於
て
は
事
實Q

觀
察
は
單
i

規
性
；

|

出
の
出
廳
た
る
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